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概要 日本でNPOと されて いるのは,民 間 の小 規模な市民活動 団体で あ り,か な り限定

的な概 念 になってい る。 このよ うな 日本 におけ るNPO概 念 が,ど の よ うに して形成 され

たかを探 ることがわれ われ の研究 の 目的である。 その うち初期 の段 階で とりわけ重要 な役割

を果 た した 日本 ネ ッ トワーカーズ会議 につ いて,各 種 の資料 およびキーパ ーソ ンとのイ ンタ

ビューによ って調査 した。 その発足 の過程 や活動 の内容 を詳細 に記述す る。
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Abstract In Japan, a concept of nonprofit organization is restricted. That covers 

only small civil groups. A purpose of this study is searching why and how that 

narrow concept formed. Especially, I observe Nihon Networkers' Kaigi (JNC; Japan 

Networkers' Coference) that played important role in early stage. In this paper, I 

describe the process JNC started and their activities in detail. The data collected by 

analysis of documents and interviews. 
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1.は じ め に

NPOと いう言葉が世間一般に定着 したのはそれほど前のことではない。せいぜいこの

10年ほどのことである。 とりわけ1998年3月 に成立 し,同 年12月 より施行 された特定非営

利活動促進法によって特定非営利活動法人が設立されるようになり,そ れがNPO法 人

と通称されるようにな ったことがNPOと いう言葉を普及させ る大 きな要因となった。

特定非営利活動法人は,そ の設立の容易 さもあって,法 の施行から現在に至る10年 ほどの

間に約4万 件 もの設立が見 られた。

そして今 日,NPOま たはNPO法 人 という言葉は,全 国紙において毎 日見 られるよう

になり,街 を歩いていてもNPOと いう文字を,さ まざまなところで見かけるようになっ

た。

しかし,NPOが 非営利組織(nonprofitorganization)の 略称であるということは知

られていても,非 営利組織それ自体の概念は正確に理解 されているわけではない。研究者

の間でも,非 営利組織の定義や範囲について概念が統一されているとはいい難 く,ま たヨー

ロッパにおける社会的経済,社 会的企業などの概念の台頭は,非 営利組織の概念規定をさ

らに難 しくしている。

民間の営利を目的としない団体 という広い概念で非営利組織を規定す ると,そ れは日本

でNPOと 呼ばれているものとは多少ズレがあることに気づ く。例えば,概 念的には典

型であるはずの公益法人はNPOと は区別 して論 じられることが多い。 もちろん,私 立

の学校や博物館なども,NPOと して認識 されることはあまりない。要す るに,日 本で

NPOと されているのは,民 間の市民活動団体で,そ れも比較的小規模な ものという,か

なり限定 されたものなのである。

このような日本におけるNPO概 念が,ど のように して形成 されていったのかを探 る

ことがわれわれの研究の目的である。 日本的なNPO概 念が形成 されたと見 られる時期

は,1980年 代から20年ほどの間でのことであり,わ れわれはその間に刊行 された各種の資

料および関係団体の内部資料の分析 と,NPOと いう言葉が定着 していくのに影響をおよ

ぼした事象に関わったキーパーソンとのインタビューを行 った。

調査の結果,さ まざまなアクターやイベン トが,日 本的なNPO概 念の形成に影響を

およぼしたことが判明したが,本 稿では,そ のうち初期の段階でとりわけ重要な役割を果

たした日本ネットワーカーズ会議について,そ の発足の過程や活動の内容を詳細に記述す
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る(1)。

2.『 ネ ッ トワー キ ング』

1984年9月3日,朝 日新 聞 の 「天 声 人 語 」 に リ ッフ.ナッ ク とス タ ンフ.スに よ る 「ネ ッ ト

ワー キ ング』 とい う本 が紹 介 され た。 そ こで は,そ の 本 に は 「もう一 つ の ア メ リカ の発 見 」

とい う副 題 がつ い て い る こ と,そ して ネ ッ トワー キ ング とは,連 想 され が ち な テ レ ビの放

送 網 の こ とで は な く,共 通 の 問題 意 識 を持 った人 間 が,職 業 上 の立 場,住 ん で い る地 域 の

違 い な どに 関係 な く,個 人 と してつ な が る とい う,人 び との多 種 多 様 なつ な が りを指 して

い る こ とが説 明 され て い た。 さ らに,翌 週 の9月9日 に そ の本 に触 発 され た人 び とに よ っ

て始 め られ た ネ ッ トワー キ ング研 究 会 の初 の シ ンポ ジウ ム が,東 京 の 四谷 公 会 堂 で 開 か れ

る こ と も紹 介 され て い た。

こ の 「ネ ッ トワ ー キ ン グ 』 と い う本 の 原 題 は,惚 帥o謝 η副 肋 θFノ競R甲or'碗4

D〃 εc'oα と い う もの で,WASP支 配 や,伝 統 的 コ ミュニ テ ィや教 会 な どを 中心 に した既

存 の ア メ リカ社 会 の秩 序 に た い して,オ ル タ ナ テ ィブ な価 値 観 や ラ イ フス タ イ ル を求 め,

そ して実 践 す る人 び との様 子 を レポ ー トし,さ らに そ れ を実 践 しよ う とす る人 び との た め

に分 野 ご と に代 表 的 な 団 体 の連 絡 先 ま で リス トした もの で あ った 。 全 米 の1,600も の ネ ッ

トワー キ ング の調 査 を べ 一 ス に して い る とい う同書 の初 期 の レポ ー トが,ジ ョ ン ・ネ イ ス

ビ ッ ツ の1982年 の ベ ス トセ ラ ー 『メガ トレ ン ド』 で 引用 され た こ と もあ り(2),ア メ リカ

で も早 くか ら注 目 され た。

イ ンタ ー ネ ッ トもま だ普 及 して い な か った 時代 に,遠 く離 れ た ア メ リカ の市 民 団体 の ダ

イ レ ク トリー な ど,日 本 で は実 用 的 な価 値 は ほ とん どな か った が,そ う した実 用 的 な体 裁

と内容 が,ア メ リカ の オ ル タ ナ テ ィブ の活 発 な動 き の リア ル さを伝 え る こ とに な り,さ ま

ざま な人 び とか ら注 目 され た(3)。

この本 の価 値 を真 っ先 に認 め,日 本 の 関係 者 に紹 介 した の は,今 は亡 き増 田米 二 で あ っ

た。 増 田 は労 働 省 で労 働 白書 な どを担 当 して い た が,未 来 学 者 と して独 立 して,情 報 社 会

論 の先 駆 者 と して活 躍 した。1980年 に ア メ リカ で 出版 され,そ の後 日本 も含 め世 界17力 国

語 に翻 訳 され た 『ポ ス ト工 業 化 社 会 と して の情 報 社 会 』(邦 題 『原 典 情 報 社 会 』)で は,

情 報 社 会 の到 来 とそ こで の 中核 体 と して の 自立 的 コ ミュニ テ ィ(voluntarycommunity)

を予 言 して い た。

増 田 の言 う 自主 的 コ ミュニ テ ィ とは,開 放 的,多 中心 的,重 層 的 な 自発 的市 民 共 同体 で
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あ り,そ れ は地 域 コ ミュニ テ ィ と情 報 コ ミュニ テ ィ とに分 け られ る とい う。 地 域 コ ミュニ

テ ィは,地 域 市 民 運 動 を原 型 とす る もの で,そ れ は 自己 防衛 や反 対 の運 動 か ら,地 方 自治

へ の参 加,自 主 的 ・自治 的活 動 へ,そ して さ らに は コ ミュニ テ ィの 自主 管 理 の段 階 に発 展

す る と して い る。 一 方,情 報 コ ミュニ テ ィは,自 立 的 ア ソ シエ ー シ ョンを原 型 と して お り,

情 報 とい う社 会 的技 術 を前 提 とす る社 会 で は,国 際 的 な広 が り と政 策 志 向 を持 つ もの に な

る とす る。 そ して そ れ は,目 的志 向 的 な行 動 様 式,知 的創 造 的 な市 民 主 義 を そ の基 本 枠 組

み とす る全 人 類 的 な もの に な る と した。

自発 的 な活 動 や コ ミュニ テ ィを,情 報 社 会 の視 点 で と らえ る概 念 や,コ ミュニ テ ィを地

域 的 な もの と,情 報 に よ って結 ば れ る共 通 の 関心 を持 つ 人 々 の テ ー マ 的 な もの とに分 け る

概 念 な ど,増 田 が70年 代 か ら提 示 して い た諸 概 念 は,そ の後 多 くの論 者 に借 用 され,今 日

の情 報 社 会 論,ボ ラ ンテ ィア論,NPO論 の理 論 的 土 台 の一 つ と な って い る。

こ う した近 未 来 図 を描 い て い た増 田 は,そ の兆 しを実 例 で示 した 『ネ ッ トワー キ ング』

に共 感 し,当 時高 度 成 長 後 の将 来 の社 会 の姿 につ い て議 論 し,社 会 参 加 活 動 を テ ー マ に研

究 して い た経 済 企 画 庁 国民 生 活 局 や 国民 生 活 審 議 会 の メ ンバ ー達 に これ を紹 介 した。 ま た

リ ップ ナ ック とス タ ンプ ス に た い して は,「 も う一 つ の ア メ リカ」 とい う概 念 を よ り グ ロー

バ ル な視 点 に拡 張 す るよ うア ドバ イ ス し,1986年 に 出版 され る 「ネ ッ トワー キ ング』 の改

訂 版 と もい え る 『ネ ッ トワー キ ン グブ ッ ク』 に影 響 を与 え た(4)。

増 田 の紹 介 を受 け て,経 済 企 画 庁 国民 生 活 局 の メ ンバ ー と,社 会 開発 統 計 研 究 所 お よ び

民 間企 業 の メ ンバ ー か ら翻 訳 チ ー ム が組 ま れ,社 会 開発 統 計 研 究 所 の理 事 で あ った橋 本 家

利 が 中心 とな って翻 訳 作 業 が進 め られ た(5)。

3.最 初の シンポ ジウム

「天 声 人 語 」 の影 響 も あ って,1984年9月9日 の 日曜 日 に開 催 さ れ た ネ ッ トワー キ ング

研 究会 の 初 の シ ンポ ジウ ム に は,遠 くは北 海 道 な ど全 国 か ら さ ま ざ ま な人 び とが150名 ほ

ど集 ま った 。 研究 会 の メ ンバ ー 自体 も,ボ ラ ンテ ィア 関係 の 団体 の ス タ ッフ,自 治 体 職 員,

財 団 ス タ ッフな ど多彩 で あ っ た。 当 日は,市 民 運 動 家,大 学 教 員,ジ ャー ナ リス ト,学 生,

主 婦 な ど,老 若 男 女 さま ざま な人 び とが集 ま った。

「ネ ッ トワー キ ン グ も う ひ とつ の 日本 を 発 見 す る」 と題 され た こ の シ ンポ ジ ウ ム は,

『ネ ッ トワー キ ン グ』 の 日本 語 版 監 修 者 だ っ た正 村 公 宏 ・専 修 大 学 教 授 の 「ネ ッ トワ ー ク

型 社 会 を め ざ して」 とい う基 調 講 演 を皮 切 りに,シ ンポ ジウ ム と続 い た。 パ ネ リス トは,
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馬 橋 憲 男(ア ジア の熱 帯 雨 林 を考 え る会),白 川 す み 子(杉 並 老 後 を 良 くす る会),榊 忠 男

(遠 山塾),高 見 裕 一(関 西 リサ イ ク ル運 動 市 民 の 会),ケ ネ ス ・ウ ィ リア ム(上 智 大 学 聴

覚 言 語 障 害 セ ンタ ー)の5人 で,『 ネ ッ トワ ー キ ン グ』 の 翻 訳 を担 当 した 社 会 開 発 研 究 所

の所 長 の橋 本 家 利 が コー デ ィネ ー タ ー を務 め た。

フ.ログ ラ ム は午 前10時30分 か ら午 後6時 に お よ ぶ長 丁 場 だ った が,シ ンポ ジウ ム で は壇

上 のパ ネ リス トだ け で な く会 場 の参 加 者 か らの意 見 も活 発 に飛 び 出 し,最 後 に はパ ネ リス

トが壇 上 か ら降 りて,関 心 テ ー マ ご とに グ ル ー プ に分 か れ,車 座 に な って話 し合 う とい う

熱 気 に あ ふ れ た もの とな った(6)。

この頃 の ネ ッ トワー キ ング研究 会 は まだ 自主 的 研究 会 で,本 格 的 な研 究 会 の準 備 段 階 だ っ

た。 そ の発 端 は,日 本 青 年 奉 仕 協 会(以 下,JYVA)の 『グ ラ ス ル ー ツ』 誌 の 編 集 メ ン

バ ー だ った愼 ひ さ恵 が,書 店 で偶 然 「ネ ッ トワー キ ング』 を見 つ け,編 集 長 を務 め て い た

播 磨 靖 夫 に見 せ た こ とだ った。 播 磨 はす ぐに反 応 し,こ の本 の勉 強 会 を 開始 し,シ ンポ ジ

ウ ム を計 画 した。 この 時 の様 子 を,愼 ひ さ恵 は次 の よ うに話 して い る(7)。

そ の 本 を私 が 見 つ け て き た の は8月 ぐ らい か な。 本 屋 で見 つ け て き て,播 磨 さん に

「これ で す よ」 って 言 っ て ね。 そ う した ら,も う即 や りま し ょ う って 話 に な って,こ

れ(シ ン ポ ジ ウ ム)を や った ん で す よ ね,9月 にね 。 『グ ラ ス ル ー ツ』 は,そ うい う

新 しい動 きを や っぱ りア ンテ ナ高 く して載 っけて い くって い うこ とを考 え て い たの で,

ま あ こ うい うの を や る と,こ れ で ま た い ろ ん な もの が集 ま る ん で,そ れ を ま た 『グラ

ス ル ー ツ』 に って い うよ うに,こ う うま く有 機 的 に ま わ って い く じ ゃな い です か。

この 自主 的 研 究 会 に は,「 グ ラ ス ル ー ツ』 の編 集 メ ンバ ー だ っ た斎 藤 信 夫,愼 ひ さ恵,

中本 啓 子,そ れ に神 奈 川 県 の職 員 で,ま ち づ く り情 報 セ ンタ ー か な が わ(通 称 ア リス セ ン

タ ー)に も参 加 して い た鈴 木 健 一 や そ の 同僚 だ った久 住 剛 な どが加 わ って い た。

こ う した急 こ し らえ の体 制 だ った た め,シ ンポ ジウ ム 当 日 も,代 表 だ った播 磨 は講 演 の

た め に 出 か け,事 務 局 を担 当 して い た 中本 啓 子 は体 調 を こわ し,会 場 の カ ギ が 開 か な い と

い う トラ ブ ル もあ り,神 奈 川 県 の職 員 だ った メ ンバ ー も含 め,て ん て こ舞 い で対 応 す る と

い う状 況 だ った。 ま た,参 加 者 も こ う した シ ンポ ジウ ム に慣 れ な い者 も多 く,ピ ン ト外 れ

な質 問 や コメ ン トが 出 た り,ま た そ れ に対 す る非 難 が 出 た り とい う シー ン もあ り,熱 気 と

未 熟 さが入 り混 じ った もの だ った。
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4.ネ ッ トワー キ ング 研 究 会

ネ ッ トワー キ ング研 究 会 の主 宰 者 だ った播 磨 は,障 が い の あ る人 の詩 に メ ロデ ィをつ け

て み ん な で歌 う 「わ た ぼ う し コ ンサ ー ト」 で有 名 とな って い た た ん ぽ ぽ の家 の代 表 で,本

来 は奈 良 を本 拠 地 に活 動 して い た が,国 際 障害 者 年 の1981年 の1月 に,障 が い の あ る人 た

ち の埋 もれ た文 化 を掘 り起 こす こ とを 目的 と した 「わ た ぼ う し文 化 基 金 」 を創 設 し,同 年

12月 に は そ の活 動 拠 点 と して東 京 事 務 所 を構 え た。

そ して 播 磨 は,理 事 も務 め て い たJYVAが 翌 年 の1982年 か ら発 行 す る 『グ ラ スル ー

ツ』 誌 の編 集 の仕 事 を請 け る こ とに な り,青 山 の マ ン シ ョ ンの一室 に置 か れ た そ の東 京 事

務 所 は,わ た ぼ う し文 化 基 金(た ん ぽ ぽ の 家)とJYVAの メ ンバ ー が 入 り混 じっ た編

集 室 に もな った。 さ らに そ の知 り合 い な ど も出入 りす るよ うに な り,こ の東 京 事 務 所 は,

た ん ぽ ぽ の家 の多 様 な活 動 展 開 を模 索 す るア ンテ ナ 的拠 点 と して の役 割 も担 って い た。

わ た ぼ う し文 化 基 金 は,わ た ぼ う し文 学 賞 を創 設 し,そ の受 賞 作 の絵 本 を刊 行 した り と

活 発 な活 動 を展 開 した が,毎 月 開催 され る定 例 会 を は じめ とす るネ ッ トワー キ ング研 究 会

の事 務 局 と,そ れ と連 動 す るよ うに 「グ ラ ス ル ー ツ』 誌 の編 集 の仕 事 を担 うよ うに な って

い った。

ち ょ う どそ の 頃,筑 紫 哲 也 が 「朝 日 ジ ャー ナ ル 』 の新 しい編 集 長 にな り,「 若 者 た ち の

神 々」 な どの新 しい連 載 を 開始 して い た。 そ の 「若 者 た ち の神 々」 の第1回 目に登 場 した

浅 田彰 は(8),フ ー コー,ド ゥル ー ズ,デ リダ な どの ポ ス ト ・モ ダ ンの 思 想 を図 式 的 に解 説

し,ニ ュー ・ア カ デ ミズ ム とい わ れ る ブ ー ム を巻 き起 こ した。 播 磨 は こ う した新 しい思 想

を吸 収 し,レ ヴ ィ=ス トロー ス の 『野生 の思 考 』 に お け る 「ブ リコ ラー ジュ」 や,ド ゥル ー

ズ とガ タ リが説 く 「リゾ ー ム」 な どの概 念 を,さ ま ざま な と ころ で盛 ん に 引用 して い る。

そ れ は不 揃 い な断 片 をつ な ぎ合 わせ る こ とに よ って,混 沌 の 中 か ら創 造 的 な 回路 を発 見 す

る こ とで あ り,多 様 に入 り組 み,多 方 向 的 に展 開す る根 茎 の よ うなつ な が りを志 向す る こ

とで あ る とす る。 こ う した概 念 を 吸収 す る中 で,ま さに そ の実 践 と して の ネ ッ トワー キ ン

グ は,播 磨 を強 く惹 きつ け た の で あ る。

5.JYVAの 全国ボ ラ ンテ ィア研究集会

1967年 に設 立 され,大 阪 ボ ラ ンテ ィア協 会 と と もに 日本 の ボ ラ ンテ ィア界 を先 導 す る団
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体 とな って い たJYVA(社 団 法 人 ・日本 青 年 奉 仕 協 会)は,1970年 か ら さ ま ざ ま な分 野

の ボ ラ ンテ ィア達 の研 究 集 会 で あ る全 国 ボ ラ ンテ ィア研 究 集 会 を毎 年 開催 して お り,そ れ

は全 国 の ボ ラ ンテ ィア グ ル ー プ や グ ラ ス ル ー ツ の活 動 グ ル ー プ な どが ネ ッ トワー クを育 む

場 とな って い た。

市 民 に よ る 自発 的 活 動 は,組 織 化 が 強 く意 識 され た 「運 動 」 とは また 別 の流 れ で,「 ボ

ラ ンテ ィア」 とい うむ しろ個 人 を単 位 とす る活 動 と して も発 展 した。 しか し個 人 と して の

ボ ラ ンテ ィア活 動 もグ ル ー プ の 中 で行 わ れ る こ とが多 く,そ れ が 同種 の活 動 の ネ ッ トワー

クな ど に発 展 す る こ と もあ った 。 ま た 日本 に お い て は,「 ボ ラ ンテ ィア」 とい う言 葉 は,

自発 的 に活 動 を 行 う個 人 を指 す だ けで は な く,そ の 対 象 とな る活 動 自体 も指す こ とが 多 い。

そ して そ の 活 動 分 野 は福 祉 に 限 らず 市 民 活 動 全 般 にわ た っ て お り,JYVAの 全 国 ボ ラ ン

テ ィア研 究 集 会 は,そ う した多 様 な分 野 の活 動 家 達 の交 流 の場 とな って い た の で あ る。

経 済 発 展,余 暇 時 間 の増 大,高 齢 化 社 会 とい った流 れ の 中 で,ボ ラ ンテ ィア活 動 は,余

暇 時 間 の活 用 の場,生 涯 学 習 の場 と して もそ のす そ野 を広 げ て い った。 ま た,学 校 教 育 の

場 で もボ ラ ンテ ィア の意 義 が語 られ,教 育 プ ログ ラ ム の一 環 と して導 入 され るな ど,ボ ラ

ンテ ィア活 動 の範 囲 や意 識 が拡 大 して い った。 そ う した よ り参 加 しやす い,開 か れ た ボ ラ

ンテ ィア とい う流 れ の一 方 で,か つ て の組 織 化 志 向,リ ー ダ ー 中心 的 な運 動 とは違 うス タ

ンス で 社 会 を変 え て ゆ こ う とす る活 動 の芽 も,JYVA周 辺 や 全 国 で 出 始 め て いた の で あ

る。1988年 の 全 国 ボ ラ ンテ ィア 研 究 集 会 は,「 多 発 ・多 元 ・多 重 す る ネ ッ トワー キ ング」

とい うテ ー マ の下 に3日 間 に わ た って33の 分 科 会 が持 た れ,千 人 近 くの参 加 者 が あ った。

そ こに は ア メ リカ の ネ ッ トワー キ ング に勝 る と も劣 らな い多 様 な ネ ッ トワー カ ー が集 ま っ

た。 この全 国 ボ ラ ンテ ィア研 究 集 会 は,2003年 ま で34年 間 に わ た って続 け られ た。

ア メ リカ で 『ネ ッ トワー キ ン グ』 が 刊 行 され た の と 同 じ1982年 に,JYVAが 「ボ ラ ン

テ ィア の た め の ニ ュー マ ガ ジ ン」 を キ ャ ッチ フ レー ズ に した 『グ ラ ス ル ー ツ』 の刊 行 を ス

タ ー トさせ た の も決 して偶 然 で はな か った。 日本 に お い て も,「 も う一 つ の 日本 」 を 目指

した ネ ッ トワー キ ング は着 実 に広 が り始 め て い た の で あ る。 無 償 の奉 仕 活 動 の 中 に も問題

の発 見 や そ の解 決 に 向 け た運 動1生を意 識 して い た人 び とや,既 存 の価 値 観 や ラ イ フス タ イ

ル を見 つ め な お して,「 も う一 つ の 日本 」 を 目指 そ う と して い た人 び とに,ネ ッ トワ ー キ

ン グ とい う言 葉 は非 常 に新 鮮 に響 き,そ して手 ごた え を感 じ させ る もの だ った。

播 磨 が 「ネ ッ トワー キ ング』 に打 て ば響 くよ うな反 応 を示 した の は,そ う した新 しい動

き を意 識 して発 刊 され た 『グラ ス ル ー ツ』 の編 集 者 と して,こ う した 時代 の先 端 的 な動 向

を は っき り と感 じて い た か らで あ る。
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6.日 本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 へ

1985年3月 の準 備 会 を経 て,こ の 自主 的研 究 会 は ネ ッ トワー キ ング研 究 会 に発 展 した。

この研 究 会 に は,神 奈 川 県 庁 内 で ネ ッ トワー ク研 究 会 とい う 自主 的研 究 会 を 開催 して い た

鈴 木 健 一一,久 住 剛,鈴 野 和 重 や,ト ヨタ財 団 の渡 辺 元,リ サ イ クル運 動 市 民 の会 の高 見 裕

一
,朝 日新 聞 の 西村 秀 俊 な どが参 加 し,ト ヨタ財 団の 支 援 も受 けな が らさ らに拡 大 して い っ

た。1985年4月13日 に催 され た第1回 定 例 会 には,住 民 図書 館 の丸 山 尚 を コー デ ィネー タ ー

に,「 朝 日 ジ ャー ナ ル 』 の 「ネ ッ トワー キ ング」 担 当者 の 平 地 芳 和,安 藤 真,石 塚 雄 大 ら

が ゲ ス トス ピー カ ー と して招 か れ た。

この研 究 会 は,「 グ ラ スル ー ツ』 と 「朝 日 ジ ャー ナ ル 』 と い う二 つ の メ デ ィ ア と連 動 し

なが ら,ほ ぼ月 に1回 の ペ ー スで 定例 会 等 を 重 ね,そ して1989年3月 の定 例 会 を もって い っ

た ん 閉 じ,4月 か ら 日本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 へ と発 展 解 消 す る。 東 京 で の定 例 フ ォー ラ

ム24回,津 山,代 々木,札 幌,松 本,足 利,宇 部 の6箇 所 で の移 動 フ ォー ラ ム,そ の他 の

もの を含 め て33回 に及 ん だ ネ ッ トワー キ ング研 究 会 は,増 田米 二 や歴 史 学 者 の網 野 善 彦 な

ど多 彩 な ゲ ス トス ピー カ ー に よ る話 題 提 供 と,さ ま ざま な分 野 の活 動 家 や研 究 者 が入 り混

じ り,そ れ 自体 が リゾ ー ム 的 な ネ ッ トワー キ ン グ とな って い た。

1989年11月 に は 日本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 は,そ の研 究 の成 果 の確 認 と実 践 の た め に,

第1回 日本 ネ ッ トワー カ ー ズ ・フ ォー ラ ム を 開催 す る。 この フ ォー ラ ム は 「ネ ッ トワー キ

ング が 開 く新 しい世 界 」 を テ ー マ に,「 ネ ッ トワー キ ング』 の 著 者 の 二 人 を 招 き,600人 を

超 す 参 加 者 を集 め た。

東 京 で の フ ォー ラ ム の後,大 阪 で の フ ォー ラ ム の た め に 関西 入 り した ス タ ンプ ス と リ ッ

プ ナ ッ ク夫 妻 そ して そ の愛 娘 は,奈 良 の た ん ぽ ぽ の家 に滞 在 し,そ こで 日本 の さま ざま な

ネ ッ トワー カー達 との非 公 開 の 意 見交 換 会 を持 った り,連 日さ ま ざ まな こ とを語 り合 った 。

彼 らは フ ォー ラ ム や た ん ぽ ぽ の家 に集 った 日本 の ネ ッ トワー カ ー達 の多 様 性 と熱 気 に,日

本 こそ ネ ッ トワー キ ング の先 進 国 だ と感 嘆 した とい う。 そ の 時 の様 子 を播 磨 は次 の よ うに

語 って い る(9)。

こ こ(た ん ぽ ぽ の家)で,ず い ぶ ん一 緒 に リ ップ ナ ッ ク ・ス タ ンプ ス と ミー テ ィ ング

を して … …。 そ の 時 に ね,実 は お も しろ か った ん です よ。 日本 で ね,東 京 と大 阪 とた

ん ぽ ぽ の ホ ー ル で い ろ い ろ会 議 した後,飲 ん だ り してパ ー ッ とや った ん です け どね。
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そ の 時 に リ ップ ナ ッ ク ・ス タ ンプ ス が,ネ ッ トワー キ ング は ア メ リカ よ り も 日本 の方

が進 ん で るん じ ゃな い か って い うん です よ ね。 これ に は み ん な 「え 一 っ」 て。 ど うい

うこ とか って。 そ うい うふ うに あ ち こち全 国 か らこ うい った人 達 が来 て,集 ま って ネ ッ

トワー キ ング につ い て議 論 す る姿 見 た り して,ア メ リカ な ん か,こ うい う こ とな い ん

とち が うか,日 本 の方 が進 ん で る って。

増 田米 二 の ア ドバ イ ス を受 け て,1986年 の著 書 で は 「も う一 つ の ア メ リカ」 か ら 「見 え

ざ る惑 星(invisibleplanet)」 と い う グ ロ ーバ ル な視 点 に達 して い た リ ップ ナ ック とス タ

ンフ.スは,日 本 で そ の現 実 の姿 を垣 間見 た の で あ った。 彼 らは,そ の後 の1993年 の著 書 の

序 文 の 中 で,こ の 時 の様 子 を次 の よ うに述 懐 して い る(lo)。

一 九 八 九 年
,わ れ わ れ は トヨタ財 団 の招 聰 に応 じて,さ ま ざま な集 会 と と もに第 一 回

「日本 ネ ッ トワー カー ズ会 議 」 で 基 調 講 演 を行 うた め に 日本 を訪 れ た。 旅 行 中 に,身

障者 問題 の活 動 家,農 民,芸 術 家,学 生,教 師,ジ ャー ナ リス ト,ビ ジネ ス マ ン,医

師,弁 護 士,自 治 体 職 員 な どあ り とあ らゆ る種 類 の人 た ち に 出会 った。

7.JNCの 第2回 フ ォー ラ ム

1989年 に第1回 目 の フ ォー ラ ム を 開 催 した 日本 ネ ッ トワ ー カ ー ズ会 議 は,1992年 に は

「ネ ッ トワー キ ン グを 形 に!～ 個 人 と社 会 の 新 しい あ り方 を 考 え る～ 」 を テ ー マ に,第2

回 の フ ォー ラ ム を 開催 す る。 掲 げ られ た テ ー マ こそ前 回 の フ ォー ラ ム と同 じ くネ ッ トワー

キ ング に 関す る もの で あ った が,実 際 の 内容 はNPOを 中心 と した もの で あ った。

この第2回 の フ ォー ラ ム に は ア メ リカ のNPO界 の 大物 達 が顔 を そ ろえ,NPOや そ れ

を支 援 す る社 会 シス テ ム が初 め て そ の全 貌 を現 す こ とに な った。 もち ろ ん研 究 者 の世 界 で

もす で に民 間非 営 利 組 織 へ の 関心 が高 ま って お り,公 益 法 人 協 会 の 『公 益 法 人 』 誌 な どに

は 欧米 の状 況 を伝 え る レポ ー トが掲 載 され た り,経 営 学 や マ ー ケ テ ィ ング論 な どの分 野 で

は非 営 利 組 織 に 関す る翻 訳 書 も出始 め て い た。 しか し,実 際 の非 営 利 組 織 の 関係 者 を そ ろ

え,「NPO」 と い う略称 とと もに広 く 日本 に紹 介 した の は,こ の フ ォー ラム が初 めて で あ っ

た。

ア メ リカ で はNGOと い う言 葉 は 一 般 的 で あ っ た もの の,NPOと い う非 営 利 組 織 の

略称 は用 い られ て い な か った。 しか し,日 本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 で は,宗 教 団体,病 院,
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大 学,博 物 館 とい った もの も含 む非 営 利 組 織 全 般 で は な く,そ の 中 で も市 民 活 動 団体 と し

て の ミッ シ ョンや ス ピ リ ッツ を持 った もの に 焦 点 を 当 て て 「NPO」 とい う略称 を 用 い た 。

す で にNGOと い う言 葉 は 日本 の 中 で もあ る程 度 定 着 して お り,国 際 関係 の 民 間 非 営 利

活 動 団体 は も とよ り,活 動 が 国 内 に限 られ る市 民 活 動 団体 の場 合 に も,政 府 か らの独 立 性,

民 間 の 自発 性 を 示 す た め にNGOと 称 す る こ とが あ っ た。 そ う した 略称 と して のNGO

が ひ とつ の先 行 例 とな ってNPOと い う略称 が採 用 さ れ,普 及 して い った とい う面 もあ っ

た。 しか し,日 本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 の 第2回 フ ォー ラ ム で は,「 ネ ッ トワー キ ング を

形 に!」 とい うテ ー マ が示 す よ うに,抽 象 的 な イ メ ー ジが あ った ネ ッ トワー キ ン グを形 に

す る もの と して非 営 利 組 織 が注 目 され た た め,非 営 利 組 織 全 般 とい うの で は な く,社 会 変

革 型 の非 営 利 組 織 に そ の焦 点 が 当 て られ た の で あ る。

こ う したNPOの 解 釈 は そ の 後 も引 き継 が れ,日 本 にお い て はNPOと い う場 合 に は,

広 義 の非 営 利 組 織 で は な く,市 民 活 動 団体 を 中心 に民 間性 が強 調 され て い る。

ま た,こ れ ま で 日本 に お け る民 間 の公 益 的 活 動 の 主 た る受 け皿 と な って い た公 益 法 人 は,

そ の 中 に行 政 の外 郭 団体 を は じめ とす る行 政 補 完 型 とい わ れ るよ うな,行 政 と深 いつ な が

りを 持 つ 団 体 も存 在 して い た 。 そ の た め,公 益 法 人 は,民 間性 を 強 調 した新 しい,「 も う

一 つ の 日本 」 を 築 くた め の方 法 と して のNPOの 概 念 と は マ ッチ しな い と考 え られ た の

で あ る。

た と え ば,そ の 後,日 本 のNPOの 全 国 的 セ ンタ ー と して1996年 に 設 立 され る 日本

NPOセ ンタ ー で は,NPOに つ い て 「医 療 ・福 祉 ・環 境 ・文 化 ・芸 術 ・ス ポー ツ ・ま ち

づ く り ・国 際協 力 ・交 流 ・人 権 ・平 和 な ど,あ らゆ る分 野 の市 民 活 動 団体 等 の民 間非 営 利

組 織 で,民 間 の立 場 で活 動 す る もの で あ れ ば,法 人 格 の有 無 や種 類 は 問 わ な い」 とい うの

を基 本 的理 解 と した 。 そ こ で は,NPOの 概 念 と して,法 人 格 以 上 に市 民 性,民 間 性 が強

調 され て い るの で あ る。

日本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 が,わ ず か2,3年 の 間 に そ の 中心 テ ー マ を ネ ッ トワー キ ン

グ か らNPOへ と シフ トさせ る よ う にな った の に は い くつ か の背 景 が あ った。 最 初 の き っ

か け は,1987年 の鈴 木 健 一 の訪 米 で あ った。 そ れ は神 奈 川 県 の調 査 と して派 遣 され た もの

で あ った が,高 見 裕 一 や増 田米 二 な どか ら非 営 利 組 織 や情 報 メ デ ィア な どの新 しい動 向 を

聞 い て い た鈴 木 は,非 営 利 組 織 に焦 点 を あ て て ア メ リカ を 回 った。

彼 の 同僚 で,ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 で もい っ し ょに活 動 して い た久 住 剛 は,帰 国 した鈴

木 の話 を聞 いて 刺激 を受 け,第1回 目の フ ォー ラ ムの 後,自 ら も欧 米 視察 の機 会 を作 った 。

ア メ リカ の民 間 シ ン クタ ン クの ア ーバ ン ・イ ンス テ ィテ ユー トに い た上 野 真 城 子,イ ギ リ
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ス の グ ラ ン ドワー ク ・ トラ ス トにか か わ って いた 小 山善 彦,そ してNPOに つ いて 独 自

に訪 米 調 査 や研 究 会 を行 って い た 山岸 秀 雄 が紹 介 した ア メ リカ人 の デ ボ ラ ・マ クグ ロ フ リ

ンな どか ら,そ れ ぞ れ現 地 の情 報 と人 を紹 介 して も らい,久 住 は1991年 に2ケ 月 に わ た っ

て ア メ リカ とイ ギ リス のNPOを 見 て 回 った。

デ ボ ラ ・マ クグ ロ フ リ ン らの人 脈 と,野 心 家 や挑 戦 者 を尊 重 す るア メ リカ人 の気 風 とが

相 ま って,日 本 にNPOを 作 る た め に ア メ リカ に勉 強 しに来 た と 自己 紹 介 した 久 住 は,

ア メ リカ のNPO界 の そ うそ うた る顔 ぶ れ と接 触 す る こ と に な った 。 こ こ で の ア メ リカ

のNPO関 係 者 との 関 係 作 り は,日 本 ネ ッ トワ ー カ ー ズ会 議 等 の そ の 後 の フ ォー ラ ム や

調 査 に大 き く貢 献 す る。

ネ ッ トワー キ ン グ研 究 会 の立 上 げ以 来,若 手 メ ンバ ー達 の指 導 者 的 な立 場 に あ った播 磨

は,ま だ ネ ッ トワー キ ン グ研 究 会 だ った 頃 か ら鈴 木 の 報 告 を 受 け てNPOの こ と を知 っ

て い た。 しか し,ネ ッ トワー キ ング とい う言 葉 が一 種 の ブ ー ム に な り,単 な る人 脈 作 りの

こ との よ う に受 け取 られ て い く状 況 を見 て,NPOも そ の二 の 舞 にな る こ と を危 惧 して い

た。 そ の た め,あ え てNPOを 前 面 に 出 す こ とを 抑 え る よ うに鈴 木 や 久 住 に 指 示 して い

た。 久 住 は次 の よ うに話 して い る(11)。

実 は ネ ッ トワー カー ズ ・フ ォー ラ ム の 中 で は で す ね,NPOっ て 言 葉 は使 うな って い

う話 が しば ら くあ って です ね。 に わ か に紹 介 して は な らな い って い う。 これ,播 磨 さ

ん の厳 命 が あ って です ね。 なぜ か って い う とです ね,ま あネ ッ トワー キ ン グの 時 に実

は反 省 が あ った ん です よ。 要 す るに,わ け も判 らず に ネ ッ トワー キ ング が ば あ一 ん と

紹 介 され た の は い い ん だ け れ ど も,『 ネ ッ トワー キ ングの 奇 跡 』 って い う本 が あ って,

そ れ な ん か,ネ ッ トワー キ ング って い う言 葉 を人 脈 づ く り って い うふ うに,奴 らは読

み替 え て しま った ん です ね。 これ は よ ろ し くな い と。

しか し,も は やNPOに 封 印 を して お け る状 況 で は な くな って い た 。 民 間 非 営 利 セ ク

タ ー の台 頭 は世 界 的 な動 向 とな って い た し,エ ー ル大 学 や ジ ョ ンズ ・ホ プ キ ンス大 学 で の

非 営 利 組 織 研 究 は,日 本 の研 究 者 も知 る と ころ とな って い た。 ドラ ッカ ー の 『非 営 利 組 織

の経 営 』 が上 田惇 生 と田代 正 美 の経 団連 コ ン ビに よ って翻 訳 され,公 刊 され る の もち ょ う

どそ の 頃 で あ った。 ま た マ ー ケ テ ィ ング論 の世 界 で ドラ ッカ ー に 匹敵 す る立 場 に あ る コ ト

ラ ー の 『非 営 利 組 織 の マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略』 も同 じ1991年 に翻 訳 出版 され て い る。

日本 ネ ッ トワ ー カー ズ会 議 の第2回 の フ ォー ラム に は,リ ス ポ ン シブ ・フ ィラ ンソ ロ ピー
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全 国 委 員 会 事 務 局 長 で,後 に 日本NPOセ ンタ ー の モ デ ル とな るイ ンデ ィペ ンデ ン ト ・

セ クタ ー に も関係 して い た ロバ ー ト ・ボ ズ ウ ェル,全 米 最 大 の マ ネ ジメ ン ト ・サ ポ ー ト ・

オ ー ガニ ゼ ー シ ョンで あ っ たサ ポー トセ ンタ ー ズ ・オ ブ ・ア メ リカの リチ ャー ド ・ス ミス,

ジ ョイ ス財 団 の前 理 事 長 で デ ニ ス商 会 会 長 の ク レイ グ ・ケ ネ デ ィ,そ して デ ボ ラ ・マ クグ

ロ フ リ ン とい った ア メ リカ のNPOの 最 前 線 に い る関 係 者 が 演 台 に立 った。 そ の 様 子 は,

読 売,朝 日,毎 日,日 経,産 経,中 日な どの各 紙 で も大 き く紹 介 され た。 そ れ は非 営 利 組

織 とい う もの が,一 部 の 研 究 者 や 関係 者 だ け に しか 知 られ な か っ た時 代 か ら,NPOと い

う呼 び名 と共 に社 会 一一般 に知 られ る 時代 に入 った 瞬 間 で もあ った。

8.お わ り に

本稿においては,日 本にNPOの 概念をもたらし,普 及させる役割を果たした日本ネッ

トワーカーズ会議の成 り立ちから,そ れが全国紙で一斉に報 じられるようなフォーラムを

開催 し,日 本的な 「NPO」 概念を定着させる土台を築いたところまでを詳細に記述 した。

わずか20年 ほど前のことにすぎないが,民 間の人々の自発的な運動であったということ

もあり,既 に資料は関係者たちの手元から散逸 しており,彼 らの記憶も薄れはじめていた。

それは一一つには,そ の後,1995年 の阪神淡路大震災を経験 し,NPO法 といわれた特定非

営利活動促進法の成立が急速な勢いで進んだことなど,よ りドラスティックな動きが起 こ

り,NPOに かかわる関係者たちはその渦の中に巻き込まれていったという事情 もある。

しかし,た しかに阪神淡路大震災は,法 が成立 しNPOが 普及する大きなきっかけと

なったが,そ こにはここで記述 したような多様な動きが,す でに重層的に重ねられていた

ことを忘れてはならない。

*本 稿 は平成20年 度 科学研究費補 助金 「中間支援組織 を媒 介 とす るイ シュー ・ネ ッ トワー クの研

究(課 題番号18600010)」(研 究代表 ・吉 田忠彦)の 研究成果 の一部 である。

また,本 稿 をまとめるにあた って,日 本NPOセ ンター,日 本国際交流 セ ンター,た んぽ ぽ

の家,日 本 ネ ッ トワー カーズ会議 の各 団体,お よび鈴木健一 氏(神 奈 川県)か ら貴 重な資料 の

提供 を受けた。 イ ンタ ビューの コーデ ィネー トにつ いて は,日 本NPOセ ンターの田尻佳史事

務局長,新 田英理 子主任,沖 本 由季 さん(柏 市研修生)の ご協力 を得 た。共 に記 して感謝 した

い。 そ して何 よ り,貴 重 な時間を割 いてイ ンタ ビューに応 じて いただいた方 々には深 く謝意 を

表 したい。
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注

(1>い わ ゆ る厚 い記 述 の 意 義 に つ い て は,ク リフ ォー ド ・ギ ア ー ツ 「文 化 の解 釈 学1』

(吉 田禎 吾,中 牧 弘 允,柳 川 啓 一 訳)岩 波 書 店,1987年5月 を参 照 の こ と。

(2)ジ ョ ン ・ネ イ ス ビ ッツ(翻 訳 書,1983),199-200頁 。

(3>同 書 の影 響 か ら生 ま れ た活 動 と して は,こ こで記 述 した ネ ッ トワー キ ング研 究 会 や 日

本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 以 外 に も,「 朝 日 ジ ャー ナ ル』 にお け る 「ネ ッ トワー キ ング」

の連 載,そ の 後 の 日本 のNPO界 の リー ダ ー の ひ と りと な る加 藤 哲 夫 を 中 心 とす る仙

台 で の 「セ ンダ ー ドマ ッ プ プ ロ ジ ェク ト」,1986年10月5日 か ら10日 ま で の6日 間,豪

華 客 船 を 借 りき っ て,520人 に お よ ぶ 市 民 活 動 家,学 生,ジ ャー ナ リス トな ど多 様 な人

び とが 交 流 しな が ら,神 戸 と沖 縄 を往 復 した 「ば な な ぼ う と」,野 草 社 の 『もう ひ とつ

の 日本 地 図』 な どが あ げ られ る。 そ の 他,多 くのNPO関 係 者 が 同書 に触 発 され た こ

とを語 って い る。

(4>Lipnack,J.andJ.Stamps(1986),1ρ ダψcε.

(5>橋 本 家 利(白 井 国 際交 流 協 会 会 長,元 社 会 開発 研 究 所 長)と の イ ンタ ビ ュー(2006年

12月8日 於:日 本NPOセ ン ター 会議 室)

(6>こ の シ ンポ ジ ウ ム の様 子 は,『 グ ラ スル ー ツ』 第13号(1984年11月1日),2-7頁 に

レポ ー トが あ る。

(7)愼 ひ さ恵(日 本 ネ ッ トワー カ ー ズ会 議 事 務 局)と の イ ンタ ビ ュー(2006年12月9日,

於:ニ ン ジ ン事 務 所)。

(8>「 若 者 た ちの 神 々 ① 浅 田彰 」 「朝 日 ジ ャー ナ ル』1984年4月13日 号

(9)播 磨 靖 夫(日 本NPOセ ンタ ー代 表理 事,た ん ぽ ぽ の家 理 事 長)と の イ ンタ ビ ュー

(2006年8月2日 於:た ん ぽ ぽ の 家 会 議 室)

(10>J・ リ ップ ナ ッ ク/J・ ス タ ンプ ス 「チ ー ム ネ ッ トー 境 界 突 破 に よ る競 争 優 位 』 鶴 田

栄 作 監 訳,富 士 通 経 営 研 修 所1994年,18頁 。

⑪ 久 住 剛(パ ブ リ ック ・リソ ー スセ ンター 代 表理 事,神 奈 川 県職 員)と の イ ンタ ビ ュー

(2006年8月15日 於:日 本NPOセ ンタ ー会 議 室)
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め の仕 組 づ く りに 関す る調 査 研 究 一 』1995年6月

〔20〕 日本NPOセ ンタ ー 『日本NPOセ ンタ ー設 立 に 関 わ る訪 米 調 査 報 告 書 ア メ リ

カ の 非 営 利 セ ク タ ー を 支 え る イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャー ・オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン』 日本

NPOセ ンタ ー1997年3月

〔21〕 セ ン ダ ー ドマ ップ プ ロ ジ ェク ト編 『セ ン ダ ー ドマ ップ も うひ とつ の生 活 ガ イ ド

〈仙 台 ・宮 城 版 〉』1987年9月

〔22〕 社 会 開発 研 究 所 「社 会 参 加 活 動 推 進 シス テ ム につ い て の調 査 報 告 書 』 社 団法 人 社 会

開発 研 究 所1995年(平 成7年)3月

〔23〕 社 会 開 発 研 究 所 『社 会 参 加 活 動 シ ス テ ム 調 査 報 告 書 』 社 団 法 人 社 会 開 発 研 究 所

1996年(平 成8年)3月
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